
C 太平洋資源分布調査

調査目的

沿岸漁業の健全な発展を図るため、太平洋沿岸における底棲魚類の分布生態および資源、状態を把握

することを目的とする。

H 調査内容

1 調査期間

2 調査場所

3 調査員および調査船

(1)調査員 漁業課長

技師

昭和49年 1月4日~昭和49年 3月10日

青森県太平洋沖合 141ラ 50'以西の海域(共同漁業権漁場を除く)
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(2) 調査船 幸洋丸(121トン22 400馬力)

4 調査項目

(1) 貝類および、 カニ類分布状況調査

(2) 漁場環境調査

5 調査方法

試験船幸洋丸によりカニ龍30個及びツブ箆30個を使用しておこなったη

0 餌は冷凍サパ 3~4 尾を龍中に吊した。

。漁場の選定

資源分布調査漁場図にもとづき 1海区 1回以上投龍。

皿調査結果

今年度の調査は第 1図の調査海域のうち北は平沼から南は百石沖までで8海区を実施したが、モスリ

ガイのもっとも多く分布していた海区は 180海区(水深55-ωm)で殻長 6cm以上が 1個、 4~-6cm 

が 3841園、 4cm以下 335I困であったη200個以上の海区は 129 、 171 海区で、その他の海区では25~

142個で余り多L、分布ではなかった。他の魚類も 141海区でタコ 4尾が獲られただけで他の魚種の入

龍は見られなかった。

なお、各海区漁場における海底地形は平担で、底質は砂まじりの泥質であったが、水深別でみると

分布密度の高かったのは水深44-62mで、それ以深での分布密度は低かった。本年は調賓計画漁場の

うち一部の海区を実施したにすぎず、又、 1海区 1回のみの調査であったので、十分な資料を得るに至

らなかった。

IV 調査の成果および今後の課題

l 調査の結果

(1) 調査海区(8海区)における貝類分布が明かとなった0

2 今後の課題

(1)時期別海域(水深)別の調査。

(2) 漁具の検討
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